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大津市は、2050年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目標に、2022年3

月に「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。また、2022年度から

2030年度までの9年間を計画期間とした「大津市環境基本計画(第3

次)」を策定し、大津市域から排出される温室効果ガスを2030年度に

2013年度比46％削減することを目標としています。 

今回は、市域における温室効果ガス排出量削減の進捗について、最

新の推計データである2022年度(令和4年度)の数値を用いて説明しま

す。なお、この内容については、令和7年11月19日に開催された「大

津市環境審議会※1」において報告されたものであり、大津市ホーム

ページに掲載中の審議会の議事録をご覧いただくと、当日の質疑応答

などの詳細を確認することができます。 

大津市における2022年度の温室効果ガス排出量及び温室効果ガス

の種類の内訳は、図1に示すように、CO2換算で合計約152万トンで

あり、種類別の内訳の大半が二酸化炭素でした。このことから、化

石燃料を燃焼させたり、そこから作られた電気を使用したりするこ

とを減らし、二酸化炭素を排出しない再生可能エネルギーに切り替

えていくことが効果的であることがわかります。なお、二酸化炭素

以外の温室効果ガスについては、非常に高い温室効果※2を有してお

り、排出量は多くありませんが二酸化炭素同様に削減を図る必要が

あります。 

次に、図2に示すように、大津市における2022年度の発生源別二酸

化炭素排出割合について、部門別の排出割合は、産業部門からの排

出が最も多く、次いで運輸部門、民生家庭部門、民生業務部門、廃

棄物部門となりました。ただし、産業部門から排出される温室効果

ガスの割合(30.7％)は、国や滋賀県のそれ(37％、47.4％)よりもかなり少なくなっています。これは、大

津市がベッドタウンとして発達してきたため、産業構造が第三次産業(サービス業等)を中心としているこ 
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図1 温室効果ガス割合(2022年度) 
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とに起因します。さらに、 

1人あたりでみても産業部

門以外は国、滋賀県と大き

く違わないのに対し産業部

門は半分以下となっていま

す(図3)。つまり、第二次産

業(製造業等)からの大規模

な温室効果ガス排出は少な

いものの、それらを設備更

新や燃料転換によって削減

する余地が少ないとも言え

るため、市民や事業

者の日常的な活動に

おける行動変容をい

かにして促すかが肝

要となります。 

表1は、先述の発

生源別二酸化炭素排

出割合に加え、基準

年(2013年度)比と前

年(2021年度)比での

削減割合を示してい

ます。また、図4に

示すように、基準年

度から目標年度に向けて直線的に削減を達成した場合の2022年度の見込値24.4％削減に対して、実績値

は31.2％削減となっていることから、目標値である2030年度46％削減(2013年度比)に向けた進捗として

は良好といえます。なお、前年度と比較した場合に削減割合が微減(部門によっては微増)となっている原

因としては、電力の二酸化炭素排出係数※3が増加したことが考えられます。 

以上を踏まえると、大津市のカーボンニュートラル実現に向けた温室効果ガス排出削減の進捗は良好

図4 大津市域における温室効果ガス排出量の推移 
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図3 部門別人口１人あたり温室効果ガス排出量(2022年度) 単位；t-CO2 
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表1 大津市域における温室効果ガス排出量  単位；t-CO2 

  
2013年 
排出量 

(基準年) 

2021年 
排出量 

(前年度) 

2022年 

排出量 割合(%) 基準年比(%) 前年比(%) 

二酸化 
炭素 

エネルギー転換部門 - - 41 0.0  - - 

産業部門 674,933  469,621 458,069 30.2  ▲ 32.1 ▲ 2.5 

民生家庭部門 475,991  310,867 332,844 21.9  ▲ 30.1 7.1 

民生業務部門 481,835  321,681 323,050 21.3  ▲ 33.0 0.4 

運輸部門 490,751  339,331 339,365 22.4  ▲ 30.8 0.0 

廃棄物部門 27,591  38,178 39,253 2.6  42.3 2.8 

その他ガス※ 55,522  40,796 25,413 1.7  ▲ 54.2 ▲ 37.7 

合計 2,206,623 1,520,475 1,518,035 100 ▲ 31.2 ▲ 0.2 

四捨五入により合計が一致しない場合があります。  

※ その他ガスは、メタン(CH4)、一酸化二窒素(N2O)、ハイドロフルオロカーボン(HFC)、パ
ーフルオロカーボン(PFC)、六フッ化硫黄(SF6)、三フッ化窒素(NF3)の合算値 
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ではあるものの、目標の達成にはこれまで以上に市民や事業者の皆様のご協力が不可欠と考えています。 

大津市は、大津市地球温暖化防止活動推進センターと協力し、市民や事業者の皆様に向けた地球温暖

化防止に関する周知啓発に努めています。また、エコ移動推進のためのシェアサイクル事業や、市民団

体による温暖化防止に資する活動の補助事業など、さらなる脱炭素に向けた取組みを実施するとともに、

市役所としては照明のLED化や再生可能エネルギー由来の電力導入などに、率先して取り組んでいます。

これらの取組みは、先述の「大津市環境基本計画(第3次)」にもとづき実施していますが、今年度は計画

期間の中間にあたることから見直しを予定しています。今後、「環境審議会」における審議を経て、年度

後半にはパブリックコメントの実施を予定しています。市民の皆様にはこれらに注目していただきます

とともに、是非ともご意見など頂戴できますと幸いです。 

 

 

 

大津市地球温暖化防止活動推進センターは、2021年度から脱炭素社会づくり

啓発紙｢CO2排出ゼロへの挑戦｣(各A4判 4ページ)を発行しています。このほど

Vol.8として｢輸送機器用燃料のカーボンニュートラル化｣を発行しました。2050

年カーボンニュートラル実現に向けてエネルギー源の電気への転換が進められて

いますが、自動車や船、飛行機などの輸送機器では大きく重い蓄電池を使用する

ことになるため障害となります。当号では、その代替手段として輸送機器動力用

エネルギー担体に液体燃料を用いることについて紹介しています。なお、これま

でに導入編のVol.1(地球温暖化と世界の動向､各部門の対応)、続いてVol.2(再エ

ネの種類)、Vol.3(太陽光発電の導入)、Vol.4(電気自動車)、Vol.5(住宅の断熱性

改善)、Vol.6(都市ガスのカーボンニュートラル化)、

Vol.7(再エネ拡大と蓄電池)を発行しています。 

既刊号を含め入手ご希望の皆さまに無償でお渡しし

ていますので、当センターまでお問い合わせくださ

い。（送料はご負担ください） 

☎ 077-526-7545   ✉ info@otsu.ondanka.net 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ イベント案内 7月～9月       

7月2日(木)  14:00～16:00  明日都浜大津ふれあいプラザ  

おおつ市民環境塾 講座4 講演｢気候変動と防災｣ 

 

7月4日(土)  10:00～12:00  大石緑地スポーツ村  

自然家族事業 川の日② ｢大石川たんけん｣  

 

7月25日(土) 10:00～12:00   びわ湖大津館  

自然家族事業 びわ湖の日① ｢湖の学校 びわ湖の底生生物を探そう｣ 

 

8月23日(日) 10:00～12:00   びわ湖大津館  

おおつ市民環境塾 講座5 体験学習｢琵琶湖のプランクトンを観察しよう｣  

 

9月26日(土) 14:00～16:00   明日都浜大津ふれあいプラザ

おおつ市民環境塾 講座6 講演｢琵琶湖周辺の水場の多様な生きもの｣ 

 

 

おおつ環境フォーラム 
エネルギープロジェクト 

 

既刊号(1〜7号) 

info@otsu.ondanka.net
mailto:info@otsu.ondanka.net


 

－４－ 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開催した一般参加イベントの報告 

  No.18 
奥野みどり 
https://www.instagram.com/midori.window.of.opportunity/ 

 

おおつエコフェスタ を開催します                               

涼しい所で工作やクイズをしながら環境やエネルギーについて 
家族みんなで楽しく学べるイベントです 

●日時 2026年8月9日(日)10:30〜15:00 

●会場 ピアザ淡海3F大会議室･ホワイエ 

●内容 わくわく体験･エコグルメブース 
シールラリー、ステージイベント 

   参加費無料・申込不要  

JR膳所駅から徒歩約12分 

京阪石場駅から徒歩約5分 

発行 

大津市地球温暖化防止活動推進センター 

(特定非営利活動法人 おおつ環境フォーラム) 

520-0047大津市浜大津4-1-1明日都浜大津4F 

Tel：077-526-7545 

E-mail：info@otsu.ondanka.net 

HP：https://otsu.ondanka.net/ 

編集責任：西山 克己  

データで見る 
温暖化㉕  
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